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Abstract

In the spring semester of 2021, the Faculty of Pharmaceutical Sciences and the Faculty of 

Nursing of Doshisha Women’s College of Liberal Arts jointly conducted wheelchair experience 

training for the 1st-year students as a multidisciplinary education. We conducted a 

questionnaire survey on pharmacy and Nursing students before and after training in order to 
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2005年に薬学部が、2015年に看護学部が設置さ

れている。薬学部は６年制（2006年度入学生よ

り）、看護学部は４年制であることから、両学

部横断的な科目は設置されていない。先に述べ

ているとおり、本学から巣立っていく学生の将

来のためにも IPE 教育を草の根的に開始して

いくことが迫られている。そこで、初年次に

IPE教育を開始させるため、薬学部・看護学部

で開設されている専門導入科目の一部を多職種

連携医療演習として共同で実施することを試み、

この IPE 教育に対し各種評価指標を用いて評

価することとした。

【方法】

１．科目、対象学生、担当教員

　科目は１年次生（春学期）の必修科目として

設置されている薬学部の「早期体験学習Ｉ」、

看護学部の「看護学概論」の一部として実施す

ることとした。演習のコアとなる内容としては、

各学部でそれぞれ実施していた「車いす体験」

を共同で実施することとした。共同で実施する

演習の構成は薬学部の教員２名と看護学部の教

員１名で演習内容やスケジュール調整を行った。

実際の車いす体験では薬学部の教員４名、看護

学部の教員３名で学生への指導を行った。

２．演習内容

　演習内容は、（１）事前学習、（２）車いす体

験学習とミニグループワーク、（３）事後学習

より構成され、以下にそれぞれの詳細を示した。

（１）事前学習

　テキスト・資料として提示した多職種連携の

【緒言】

　医学部、薬学部、看護学部における大学での

教育ではチーム医療の重要性は強調されている

ものの、実際の教育内容は各職種を対象とした

縦割り教育がほとんどで、連携・協働する能力

を身につけるためのトレーニングは非常に限定

的である。そのため、専門職として現場に出て

から、連携・協働を実践することとなり、必ず

しも上手くいかない現状がある。

　1970 年 代 後 半 に、多 職 種 連 携 教 育

（interprofessional education：IPE）という

概念が英国や米国で生まれ、2000年代に入り英

国では明確な教育手段として認識されるように

なった。

　英国では National Health Service が IPE

を採用し、現在では医師、看護師（保健師・助

産師）、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士

や社会福祉士の養成教育では事実上 IPE が義

務化されている。IPEは英国外でも広く使用さ

れるようになり１－４）、日本においても IPEの重

要性に対する認識が高まっており各所で様々な

取り組みがなされてきている５－７）。

　IPE の 評 価 尺 度 と し て readiness for 

interprofessional learning scale（RIPLS）８）、

interdisciplinary education perception 

scale（IEPS）９）がある。RIPLS、IEPS は卒前

IPE教育の評価尺度として開発されたものであ

り国際的に用いられている。日本においても、

IPE の評価として RIPLS や IEPS が利用され

ている10-13）。

　同志社女子大学（本学）は医療系学部として

assess the effect of interprofessional education and analyzed the report after the training using 

text mining method. Questionnaire items are the importance of each item related to 

interprofessional collaboration, KiSS-18 (Kikuchi’s scale of social skills: 18 items), RIPLS 

(readiness for interprofessional learning scale). The students of both faculties evaluated 

themselves quite high for even before the training and retained after the training. However, 

they may misunderstand or understand not quite well about their professional roles and 

mutual cooperation in the real clinical settings. It was found that it is necessary to further 

enhance the prior education on the knowledge content about IPE
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に入ったか」をテーマに学生たちで自由に討論

させた。

　以上、全てに対する総合レポートを事後課題

とした。

３．IPE の対象学生、実施と調査の時期

　2021年度春学期に、「早期体験学習Ｉ」を履

修した薬学部１年次生ならびに「看護学概論」

を履修した看護学部１年次生とした。

　事前学習は2021年５月12～19日に各自で実施

させた。

　車いす体験は、合計217名を５～６名（薬学

部生３～４名＋看護学部生２～３名）の40の小

グループにわけ、20グループずつ、2021年５月

19日または26日にそれぞれ実施した。

　事後学習は2021年５月26日～６月２日に学生

達が任意で日時を設定し、Microsoft Teams

を利用して実施させた。

４．調査項目

　調査項目は、６項目からなる多職種連携に関

する項目の重要性（http://www.hosp.tsukuba. 

ac.jp/miraiiryo/pdf/Interprofessional_

Competency_inJapan_ver15.pdf/、2022年２

月28日）（表１）、18項目からなる、社会的スキ

概要に関する資料を読み、自分のプロフェッショ

ナルとしての姿や周りのプロフェッショナルの

ことを想像してみることを目的に、入院療養患

者に多職種が関わる場面が映像化された「患者

指導の実際」（制作・著作・発行：株式会社ビ

デオ・パック・ニッポン）を視聴し、自分の将

来の職種（薬学部生→薬剤師、看護学部生→看

護職）のプロとなったと想像して自分がどのよ

うにプロフェッショナルとして患者に関われる

のか、または、関わりたいのか、また、他のプ

ロフェッショナル（薬学部生→看護職、看護学

部生→薬剤師）がどのように関わってもらえる

のか、お互いにどのように協力しあえるのかを

考えさせた。

　また、実際に実施する車いす体験学習でどの

ようなことを実施するのか、指定したテキスト

等を利用して予習をさせた。

（２）車いす体験学習とミニグループワーク

　看護学部の教員が中心となり車いす移送とそ

の援助のデモンストレーションを実施した。そ

の後、学生は車いす移送とその援助の体験を実

施した。さらに、感想を述べ合うミニグループ

ワークをさせた。

（３）事後学習

　実際の車いす体験ののちに、「なぜその学部
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　また、演習終了後の総合レポートのうちの「他

学部との連携授業を通しての感想」を調査の対

象とし、User Local, Inc が提供する AI テキ

ストマイニングにて（https://textmining.

userlocal.jp）文章の解析を行った。

ルを測定するための尺度である KiSS-18（表２）、

19項目からなる、卒前教育における IPE に対

する学習準備性・志向性の評価尺度である

RIPLS（表３）を用い、アンケート用紙によ

り各学部で事前、事後にそれぞれ実施した。事

前、事後、学部ごとで集計した。
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図１　多職種連携に関する項目の重要性の調査結果

得られ、集計に供した。

　多職種連携に関する項目の重要性に関しては、

両学科とも事前から４や５の回答が多く、事後

でも、その高さを維持し、さらに高くなる傾向

が見られた。（図１）

　KiSS-18において、薬学部では事前では３の

回答が多く、３を中心に２や４、１や５へと拡

がった回答で、事後には、やや低い方向へと変

動していた。看護学部では事前では３や４の回

答が多く、２や５へと拡がった回答で、事後で

は一部の回答で高い方向へ変動したが、変動は

小さかった。（図２）

　RIPLS において、Ｑ10、11、12、17、18は

逆転項目である。Ｑ１～９、13～16、19、逆転

項目のＱ10、11について、薬学部生は事前から

多くが３以上（逆転項目では３以下）の項目を

回答しており、事後でより高い方向へ（逆転項

５．倫理的配慮

　本研究は、同志社女子大学「人を対象とする

研究」倫理規準を遵守し、同志社女子大学研究

倫理委員会の承認（承認番号：2021-8）を得て

実施した。アンケートの実施やレポート作成に

おいて、研究への参加は任意であること、参加

の有無により成績等に不利益を被ることがない

ことを文書を用いて口頭で説明し、同意の有無

を書面にて得ている。

【結果】

　対象とした「早期体験学習Ｉ」を履修した薬

学部１年次生122名のうち119名から、「看護学

概論」を履修した看護学部１年次生96名のうち

93名から研究参加の同意が得られた。

　項目により、薬学部生119名からは117～119

の回答、看護学部生93名からは83～90の回答が
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図２　KiSS-18（Kikuchi’s scale of social skills：18 items）の調査結果
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図３　RIPLS（Readiness for Interprofessional Learning Scale）の調査結果
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目ではより低い方向へ）変動した。看護学部生

でも同様の傾向が見られたが、事前・事後とも

に、薬学部生より高い（逆転項目ではより低い）

数値を示した。

　しかし、Ｑ12や17、18（いずれも逆転項目）

では、事前・事後でも学部の独自性を主張する

回答が他の項目に比べて多く、特に薬学部生の

Ｑ12については、特にその傾向が強く見られた。

（図３）

　演習終了後の課題としてのレポートのうちの、

「他学部との連携授業を通しての感想」につい

て、文章解析をテキストマイニングの手法にて

行った。総文字数、薬学部生で20,663文字、看

護学部生で14,654文字であり、名詞と動詞の上

位10位を表４に、また、ワードクラウドを図４

に示した。お互いの学部名や学部という単語が

上位にあり、また、両学部で共通する語が多かっ

た。

図４　レポートからのワードクラウド表示

出現頻度（左）、スコア（右）が高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示している。
青色は名詞、赤色は動詞、緑色は形容詞、灰色は感動詞を表している。
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～９、13～16、19について、薬学部生、看護学

部生ともに演習前より IPE に対する前向きな

姿勢が見られ、演習後にはより前向きな方向へ

向かった。演習前後ともに、看護学部生の方が

薬学部生より前向き方向の程度が高かった。し

かし、逆転項目のＱ10、11、12、17、18のうち、

Ｑ12や17、18では、演習後でも学部の独自性も

しくは優位性のような意識が垣間見られるよう

な結果となっている。特にＱ12は薬学部生でそ

の傾向が強く見られた。Ｑ12は「実践的問題解

決能力は、自己の専攻のなかでこそ学習するこ

とができる．」との文言であり、若干、内容に

関して理解しにくい要素を含んでいたり、また、

実践的問題の解決に関して、薬剤師や看護師を

含む看護職が、それぞれの専門性を発揮するに

はそれぞれの学部での学習が重要との読み方も

できる。しかし、臨床現場における実践的問題

解決は各専門職個別に実施するものではなく、

多職種が連携して最終的に臨床判断をしていく

ものである。両学部合同での車いす体験により、

１年生のうちから臨床現場での薬剤師・看護師

を含む看護職としての役割を少しずつ理解させ

ていくことが大切である15）。Ｑ12や17、18の質

問項目は、１年次生でかつ入学２か月では内容

を十分に理解できていないとも考えられる。こ

の点は今後の教育指導においては慎重に取り扱っ

ていくべきであると考える。

　総合レポートの「他学部との連携授業を通し

ての感想」の文章解析で、名詞においては出現

頻度の上位にお互いの学部名や「学部」という

言葉が上位となり、IPE教育として「学部」を

意識させることができたといえる。看護学部で

は「薬剤師」が９位、「看護師」が15位であっ

たのに対して、薬学部では「薬剤師」が14位、「看

護師」が17位であった。IPEは、プロフェッショ

ナルになっても続いていくものであることにつ

いては、学生達には当分先の未来のことに思え

ているのかもしれない。この点については、今

後の IPE 教育において、やや力点を置くべき

であると思われる。

　コロナ禍２年目となった2021年度が始まった

【考察】

　IPE教育の礎とすべく、同志社女子大学薬学

部と看護学部ではじめて2021年度に１年次の専

門導入科目において演習の一部を学部横断的に

共同で実施した。この IPE 教育において、多

職種連携に関する項目の重要性、KiSS-18、

RIPLS を用いて学生の多職種連携医療演習に

対する調査を行った。

　多職種連携に関する項目の重要性（図１）で

は両学部とも６項目とも演習前より高い評価を

していた。各学部で教員が学期開始時のオリエ

ンテーションなどで力を入れて説明していたこ

とから、当初より学生も意識を高く持つことが

できたと考えられる。演習前の評価が高かった

上に、演習後には全体としてさらに高いものへ

と移行しており、２学部共同での演習の効果が

現れていたと考えられる。

　KiSS-18では、事前で薬学部では３の回答が

多く総スコアは61.0±9.3（平均±標準偏差、

以下同）、看護学部では３～４の回答が多く総

スコアは67.3±9.8であった。事後では薬学部

ではわずかに低い方向へ変動し総スコアは59.2

±11.6と低下傾向に、看護学部ではほぼ変動な

く総スコアは67.0±9.0であった。KiSS-18は

18項目で構成される社会的スキルを測定するた

めの尺度であり、Goldstein らが作成した６領

域50リストの社会的スキル14）を基に開発された

ものである。対人関係を円滑に営むスキルなど

を総体的に測定する尺度である。このように演

習により大きく変動せず、わずかではあるが低

下する方向に向かったのは、学生の社会的スキ

ルが低下したのではなく、演習前の学生の自己

評価が高かったものの、薬学部・看護学部の学

生の将来である薬剤師・看護職に関するディス

カッションなど、よりプロフェッショナルであ

ることを意識した演習内容であったため、学生

の自己に対する基準が高まったためではないか

と推察できる。

　RIPLS は IPE の準備状況の指標となるが、

Ｑ10、11、12、17、18は逆転項目である。Ｑ１
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頃は、多くの大学では授業も遠隔での対応が多

くなっている中、本学は授業でも実技実習など

はできるだけ対面で実施していく方針が立てら

れ、早期体験学習や看護学概論は授業内容によ

り対面での実施可能な科目として運用されたた

め、このような学部横断的演習が実現し IPE

を効果的に実施することができた。このことは、

専門導入科目を履修する１年次の学生にとって

はもちろんのこと、担当する各学部の教員も今

後の IPE 教育をさらに効果的なものとする良

い経験となった。

　本研究では３種類の評価項目を用い、学生に

評価をしてもらった。これらは IPE 教育の内

容とも強く関連があり、IPEがどのようなもの

であるか学生へ教示する内容となっているとも

言える。調査はしていないが、演習後の２回目

の調査時に学生に、以前調査したものであるが

覚えているかと何人かに聞いたが、調査したこ

とは覚えているものの、内容についてはほとん

ど覚えていないようであった。そういった観点

から考えると、回答を学生任せにするのではな

く、演習前（１回目の回答前）に、それぞれの

内容について、学生にしっかりと説明をし、学

生に内容を理解させ、常に意識を持たせること

が大切であると考えられた。
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